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キ
リ
ス
ト
教
系
中
学
校
及
び
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
の
道
徳
意
識
の
現
状
と
そ
の
背
景

(
生
育
歴
・
親
と
の
関
係
・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
等
)

-

l

二
O
O
五
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
中
心
に
|
|池

茂

子

は
じ
め
に

本
稿
の
内
容
は
筆
者
が
客
員
研
究
員
と
し
て
参
加
し
た
二

O
O
五
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
青
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
キ
リ
ス

ト
教
文
化
研
究
部
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
系
中
学
校
・
高
等
学
校
生
徒
三
五
七
四

名
(
中
学
生
一
六
三
四
人
、
高
校
生
一
九
四

O
人
)
を
対
象
に
実
施
し
た
道
徳
意
識
に
関
す
る
調
査
研
究
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
調

査
結
果
に
つ
い
て
は
『
キ
リ
ス
ト
教
系
中
学
校
・
高
等
学
校
生
徒
の
道
徳
意
識
に
関
す
る
研
究
|
|
二

O
O
四
年
度
i
二
O
O
五
年
度

調
査
研
究
報
告
書
』
(
青
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
二

O
O
六
年
)
)
が
既
刊
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
調
査
結
果
を
基
に
、
筆
者
が

自
ら
の
視
点
を
交
え
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

一
.
本
調
査
研
究
に
お
け
る
筆
者
の
問
題
意
識
の
所
在

昨
今
の
日
本
に
は
、

一
九
九
八
年
か
ら
十
年
連
続
で
年
間
の
成
人
の
自
殺
者
が
三
万
人
を
超
え
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
、
二

O
O
八



年
五
月
一
六
日
に
内
閣
府
が
発
表
し
た
成
人
を
対
象
と
し
た
「
自
殺
対
策
に
関
す
る
意
識
調
査
」
で
は
、
成
人
男
女
の
一
九
・
一
%
が

キリスト教系中学校及び高等学校に在籍する生徒の道徳意識の現状とその背景

本
気
で
自
殺
を
考
え
た
経
験
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
う
ち
二

0
・
八
%
は
「
最
近
一
年
以
内
に
自
殺
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
回
答
し

た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
成
人
の
自
殺
が
問
題
と
な
る
中
で
、
子
ど
も
の
自
殺
も
深
刻
化
し
警
察
庁
の
統
計
で
、
小
・
中
・
高
校
生
の

自
殺
者
は
二

O
O
四
年
に
二
八
四
人
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
生
徒
が
自
ら
そ
の
命
を
絶
つ
と
い
う
痛
ま

し
い
事
件
が
連
続
し
て
発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
二

O
O
六
年
一
一
月
に
「
文
部
科
学
大
臣
か
ら
の
お
願
い
」
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
生
み
出
す
社
会
構
造
を
変
え
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
一
方
で
、
自
殺

の
罪
悪
性
が
も
は
や
自
明
の
も
の
と
い
え
な
い
と
さ
え
思
わ
れ
る
中
で
、
予
防
医
学
的
な
自
殺
予
防
策
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
い
の
ち
の

尊
さ
」
を
考
え
、
言
葉
で
語
る
根
本
的
価
値
を
め
ぐ
る
教
育
活
動
が
、
学
校
教
育
段
階
の
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
自
分
自
身
と
の
関
係
の
み
で
は
な
く
、
他
人
や
す
べ
て
の
生
き
物
と
の
関
係
を
も
含
む
も
の
で

は
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
生
命
を
め
ぐ
る
科
学
万
能
主
義
と
い
う
新
た
な
信
仰
と
そ
れ
に
対
す
る
懐
疑
が
並
存
す
る
二
一
世

紀
に
あ
っ
て
、
人
間
の
生
命
観
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
人
間
の
い
の
ち
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
生
命
の
尊

厳
に
つ
い
て
考
え
る
教
育
が
学
校
教
育
の
中
で
ど
の
よ
う
な
形
で
可
能
と
な
る
の
か
が
筆
者
の
主
な
関
心
事
で
あ
る
。

今
回
の
「
キ
リ
ス
ト
教
系
中
学
校
・
高
等
学
校
生
徒
の
道
徳
意
識
に
関
す
る
研
究
」
調
査
の
主
た
る
目
的
は
キ
リ
ス
ト
教
中
学
校
・

高
等
学
校
生
徒
の
道
徳
意
識
の
現
状
と
そ
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
、
現
代
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
道
徳
教
育
を
構
築
す
る
た
め
の

参
考
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
い
の
ち
」
に
対
す
る
中
高
校
生
の
道
徳
意
識
を
は
じ
め
、
キ

リ
ス
ト
教
系
の
中
学
校
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
中
高
校
生
の
道
徳
意
識
の
実
態
と
、
生
育
歴
、
親
と
の
関
係
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

に
お
い
て
中
高
校
生
の
道
徳
意
識
の
形
成
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
言
及
し
、
同
時
に
中
高
校
生
の
道
徳
意
識

ロ
ー
レ
ン
ス
・
コ

l
ル
パ
i
グ
ら
の
理
論
を
援
用
し
つ
つ
考
察
を
試
み
た
の
で
そ
れ
も
併
せ
て
論

の
実
態
を
、

ロパ
l
ト
・
ベ
ラ

i
、
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じ
る
こ
と
と
す
る
。
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二
.
調
査
対
象
と
調
査
方
法

今
回
の
調
査
は
キ
リ
ス
ト
教
系
の
中
学
校
三
三
校
、
高
等
学
校
三
八
校
の
協
力
を
得
て
そ
こ
に
在
学
す
る
中
学
三
年
生
一
六
三
四
名

と
高
校
二
年
生
一
九
四

O
名
を
調
査
対
象
者
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
系
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
生
徒

総
数
に
占
め
る
被
調
査
者
の
割
合
は
、
中
学
生
が
全
体
の
二
・
六
三
%
、
高
校
生
が
一
・
五
六
%
で
あ
る
。
調
査
校
の
抽
出
に
関
し
て

は
、
北
海
道
、
東
北
・
北
陸
、
関
東
、
中
部
、
関
西
、
四
国
、
九
州
と
地
域
差
に
偏
り
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
当
該
地
域
の
中
で
調

査
に
協
力
願
え
た
学
校
を
調
査
校
と
し
て
選
定
し
た
。
ま
た
、
学
校
ご
と
に
一
学
年
二
ク
ラ
ス
分
(
約
八

O
名
)
の
生
徒
に
教
師
の
立

会
い
の
も
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
調
査
票
の
返
送
を
依
頼
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
調
査
は
「
あ
る
行
為
」
や
「
あ
る
価
値

gzo」
或
い
は
「
規
範
(
ロ
R
B
)
」
に
つ
い
て
中
高
校
生
に
判
断
さ
せ
る
よ
う
に
準
備
し
た
。
従
っ
て
「
設
問
に
よ
っ
て
問
い
か
け
ら

れ
た
、
自
分
の
念
頭
に
あ
る
行
為
が
な
す
べ
き
も
の
か
ど
う
か
」
を
中
高
校
生
に
判
断
さ
せ
る
「
事
前
の
良
心
」
を
問
う
設
問
構
成
を

と
っ
た
。

三
.
調
査
内
容

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内
容
は
大
き
な
区
分
と
し
て
、
生
育
歴
、
生
活
環
境
、
道
徳
意
識
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
影
響
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
の
設
問
は
次
の
(
表
1
)
の
内
容
か
ら
な
っ
て
い
る
。
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(
表
1
)

一
.
生
育
歴

1
.
保
育
園
・
幼
稚
園
へ
の
通
学
開
始
時
期
、

2
.
自
然
に
親
し
む
機
会
、

3
.
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

4
.
就
寝
前
の
お
話
、

5
.
市
販
の
お
も
ち
ゃ
、

6
.
家
族
・
親
族
内
の
信
仰
者
、

7
.
尊
敬
で
き
る
先
生
・
大
人
、

8
.
憧
れ
の
主
人
公
、
親
友
の
存
在
、

9
.
道
徳
の
時
間
・
宗
教
(
聖
書
)
の
時
間
、
叩
.
芸
術
系
の
授
業
へ
の
興
味
、
日
.
芸
術
に
親
し
む
機
会
、
口
.
親
や
家
族
へ
の
反
抗
期

二
.
生
活
環
境

1
.
勉
強
時
間
、

2
.
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
の
視
聴
時
間
、

3
.
テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ

l
ム、

4
.
携
帯
電
話
の
使
用
、

5
.
睡
眠
時
間
、

6
.
学
習
塾
、

7
.
異
性
の
友
人
関
係
、

8
.
理
想
と
す
る
生
き
方
、

9
.
親
か
ら
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

三
.
道
徳
意
識

1
.
親
に
対
す
る
意
識
、

2
.
他
者
ゃ
い
の
ち
に
対
す
る
意
識
、

3
.
不
道
徳
行
為
に
対
す
る
意
識
、

4
.
行
為
の
判
断
基
準

四
ー
一
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
影
響
一
学
校
教
育

1
.
信
頼
で
き
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
先
生
、

2
.
学
校
の
キ
リ
ス
ト
教
的
雰
囲
気
、

3
.
学
校
礼
拝
(
ミ
サ
)
、

4
.
宗
教
(
聖
書
)
の
時
間

へ
の
姿
勢
、

5
.
現
代
の
倫
理
的
諸
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
こ
と
、

6
.
現
代
の
倫
理
的
諸
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
み
た
い
こ
と

四
ー
一
一
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
影
響
一
教
会
と
の
か
か
わ
り

1
.
教
会
・
教
会
学
校
へ
の
出
席
、

2
.
教
会
・
教
会
学
校
へ
通
い
始
め
た
時
期
、

3
.
教
会
の
行
事
へ
の
参
加

四
ー
三
.
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
影
響
一
生
活
の
中
の
聖
書
、
祈
り
、
奉
仕
活
動

1
.
自
分
で
聖
書
を
読
む
、

2
.
自
分
以
外
の
人
の
た
め
に
祈
る
、

3
.
祈
り
は
聞
き
届
け
ら
れ
る
、

加、

5
.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
奉
仕
活
動
で
得
た
も
の

4
.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

87 
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四
ー
四
.
キ
リ
ス
ト
教
的
宗
教
意
識

1
.

聖
書
や
宗
教
へ
の
関
心
、
2
.

4
.
社
会
や
他
者
へ
の
貢
献
意
志

キ
リ
ス
ト
教
に
触
れ
て
の
内
面
的
変
化

自
分
の
弱
さ
・
醜
さ
・
罪
深
さ
の
自
覚
、

3
.
人
に
対
す
る
思
い
や
り
ゃ
優
し
さ
の
自
覚
、

四
.
調
査
結
果

(
一
)
理
想
と
す
る
生
き
方

「
理
想
と
す
る
生
き
方
」
に
つ
い
て
は
「
一
、
お
金
を
も
う
け
る
こ
と
」
「
二
、
高
い
地
位
に
つ
く
こ
と
」
「
三
、
有
名
に
な
る
こ
と
」

「
四
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
す
る
こ
と
」
「
五
、
趣
味
を
楽
し
む
こ
と
」
「
六
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
」
「
七
、
家
族
と
幸
せ
に
生

き
る
こ
と
」
「
八
、
自
分
の
可
能
性
を
試
す
」
「
九
、

そ
の
他
」

の
中
か
ら
選
択
さ
せ
る
形
で
回
答
を
求
め
た
。
結
果
か
ら
は
、
中
高
校

生
共
に
「
家
族
と
と
も
に
幸
せ
な
に
生
さ
る
こ
と
」
(
中
学
生
三
一
・
一
%
、
高
校
生
三
七
・
四
%
)
、
「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
す

る
こ
と
」
(
中
学
生
二
五
・
八
%
、
高
校
生
二
三
%
)
、

と
い
う
自
分
の
生
活
や
自
分
ら
し
い
仕
事
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
自
己
表

現
的
な
志
向
性
が
強
く
現
れ
て
お
り
、
「
お
金
を
も
う
け
る
こ
と
」
(
中
学
生

六
%
、
高
校
生
九
・
六
%
)
、
「
高
い
地
位
に
つ

く
こ
と
」
(
中
学
生
二
・
五
%
、
高
校
生

一
・
三
%
)
、
「
有
名
に
な
る
こ
と
」
(
中
学
生
三
・
四
%
、
高
校
生
二
・
七
%
)
と
い
う

一
・
八
%
、
高
校
生
二
・
五
%
)
と
い
う
社
会
貢
献
へ
の
意
思
は
自
己
表
現
的

功
利
主
義
的
志
向
や
「
社
会
に
貢
献
す
る
」
(
中
学
生

な
欲
求
よ
り
も
低
い
こ
と
が
結
果
か
ら
見
て
取
れ
る
。
ま
た
こ
れ
は
、

の
夢
に
関
す
る
調
査
』
)
で
中
学
生
に
尋
ね
た
「
人
生
の
目
標
」
の
結
果
、
即
ち
地
位
・
名
声
へ
の
志
向
、
あ
る
い
は
「
社
会
の
た
め
に

一
九
九
九
年
に
日
本
青
少
年
研
究
所
が
行
な
っ
た
『
一
二
世
紀
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貢
献
す
る
」
と
い
っ
た
社
会
貢
献
へ
の
意
思
よ
り
も
「
そ
の
日
そ
の
日
を
楽
し
く
暮
ら
す
」
「
平
凡
だ
が
円
満
な
家
庭
を
築
く
」
「
自
分

の
趣
味
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
」
と
い
う
個
人
的
な
生
活
の
充
実
を
人
生
の
目
標
と
す
る
者
が
多
い
こ
と
と
一
致
し
て
い
る
。

(
二
)
親
へ
の
尊
敬
・
感
謝
の
念

「
親
を
尊
敬
し
て
い
る
か
」
と
の
問
い
に
は

「
両
親
と
も
尊
敬
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
も
の
は
中
学
生
五
七
・
四
%
、
高
校
生

「
父
親
を
尊
敬
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
も
の
は
、
中
学
生
六
%
、
高
校
生
五
・
四
%
、

「
母
親
を
尊
敬
し
て
い
る
」

六
一
・
O
%
、

と
回
答
し
た
も
の
は
中
学
生

一
二
・
一
%
、
高
校
生

一
三
・
六
%
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
親
に
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
ま
す
か
」
と
の

聞
い
に
つ
い
て
は
中
高
校
生
共
に
、
九
O
%
前
後
が
親
へ
の
感
謝
の
念
を
「
つ
よ
く
・
ま
あ
ま
あ
感
じ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
結
果

か
ら
は
親
へ
の
尊
敬
の
念
よ
り
も
、
感
謝
の
念
を
抱
い
て
い
る
中
高
校
生
の
割
合
の
ほ
う
が
高
く
、
ま
た
男
子
生
徒
よ
り
も
女
子
生
徒

の
ほ
う
が
感
謝
の
念
を
抱
い
て
い
る
も
の
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

(
三
)
「
い
の
ち
」
を
め
ぐ
る
中
高
校
生
の
道
徳
意
識

今
回
の
調
査
で
は
自
分
及
び
他
者
、
そ
の
他
の
い
の
ち
に
対
す
る
中
高
校
生
の
意
識
を
探
る
べ
く
、
「
『
自
殺
す
る
こ
と
』
は
ど
の
程

度
悪
い
こ
と
だ
と
思
う
か
」
「
生
命
の
危
険
を
冒
し
て
も
他
者
の
い
の
ち
を
救
お
う
と
す
る
行
為
を
美
し
い
と
思
う
か
」

「
害
虫
を
含
め
、

生
き
物
を
殺
す
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
か
」
「
死
後
の
世
界
は
あ
る
と
思
う
か
」
「
困
っ
て
い
る
人
、
か
い
た
ら
声
を
か
け
る
か
」
等
の
設
問

を
用
意
し
た
。

自
殺
に
つ
い
て
尋
ね
た
結
果
は
、
中
学
生
の
七
四
・
六
%
、
高
校
生
の
七
五
・
五
%
と
中
高
生
共
に
全
体
の
七
五
%
が
自
殺
を
「
と

て
も
悪
い
」
あ
る
い
は
「
悪
い
こ
と
だ
と
思
う
」
と
回
答
し
て
い
る
。

一
方
で

四
人
に
一
人
が
・
自
殺
す
る
こ
と
に
つ
い
て

「
あ
ま
り
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悪
い
こ
と
だ
と
思
わ
な
い
・
悪
い
こ
と
だ
と
思
わ
な
い
」
と
の
判
断
を
示
し
た
。
文
末
に
示
し
た
図
表
の
(
表
2
)
に
あ
る
よ
う
に
「
自
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殺
を
ど
う
考
え
る
か
(
男
女
別
ど
の
よ
う
に
中
・
高
校
生
と
も
に
男
子
よ
り
も
女
子
の
方
が
自
殺
を
「
と
て
も
悪
い
・
悪
い
こ
と
」
と

み
な
し
て
い
る
者
が
多
く
、

ny
検
定
の
結
果
か
ら
も
男
性
と
女
性
の
回
答
傾
向
に
有
意
差
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
(
表
3
)
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
で
学
ぶ
中
高
生
の
六
五
%
、
即
ち
三
人
の
う
ち
二
人
が
「
死
後
の
世
界
は
あ
る
と

思
う
」
と
回
答
し
て
お
り
、
「
死
後
の
世
界
は
あ
る
と
思
う
」
と
回
答
し
た
も
の
は
男
子
よ
り
も
女
子
に
多
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ

れ
は
、
今
回
、
「
自
殺
」
「
自
己
犠
牲
の
愛
」
「
生
き
物
を
殺
す
こ
と
へ
の
抵
抗
」
「
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
の
有
無
」
と
い
っ
た
い
の
ち

に
関
す
る
設
問
群
の
中
で
も
、

も
っ
と
も
大
き
く
男
女
差
が
生
じ
た
問
い
で
あ
っ
た
。

(
四
)
中
高
校
生
の
道
徳
意
識
と
く
に
「
い
の
ち
」

へ
の
認
識
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
|
|
生
育
歴
・
周
囲
の
大
人
と
の
関
係
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
i
|

調
査
で
は
中
高
校
生
の
「
い
の
ち
」
に
関
す
る
道
徳
意
識
の
形
成
に
影
響
を
与
え
て
い
る
項
目
が
何
か
を
考
察
す
る
べ
く
、
「
生
育

歴
」
や
「
周
囲
の
大
人
と
の
関
係
」
を
尋
ね
た
質
問
の
ク
ロ
ス
集
計
・
及
び

γ
検
定
を
行
い
、
両
者
の
関
連
性
の
有
無
を
検
証
し
た
。

そ
の
結
果
、
「
親
へ
の
尊
敬
」
「
親
へ
の
感
謝
」

の
気
持
ち
の
「
あ
る
・
な
し
」
が
、
自
殺
に
つ
い
て
の
判
断
を
は
じ
め
「
い
の
ち
」

に
関
す
る
道
徳
意
識
に
有
意
な
差
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
(
表
4
)
「
親
へ
の
尊
敬
と
自
殺
に
対
す
る
考
え
」

の
よ
う

に
、
「
両
親
を
尊
敬
し
て
い
る
」
中
学
生
の
八
割
強
が
自
殺
は
「
悪
い
」
と
回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
親
を
尊
敬
し
て
い
な
い
」

と
回
答
し
た
生
徒
で
は
「
自
殺
は
悪
い
」
と
回
答
し
た
も
の
は
六
割
に
と
ど
ま
り
、
残
り
の
四
割
は
「
自
殺
は
悪
く
な
い
」
と
の
判
断

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
自
殺
に
対
す
る
考
え
と
、
生
育
歴
と
の
関
連
を
同
様
の
手
法
に
よ
っ
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
(
図

1
)

「
自
殺
に
対
す
る
考
え
と
の
関
連
項
目
」
の
よ
う
に
「
親
へ
の
尊
敬
・
感
謝
の
念
」
と
と
も
に
、
就
学
前
の
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」



明

「
就
寝
前
の
お
話
」
、
学
校
生
活
に
お
け
る
「
芸
術
系
の
授
業
へ
の
親
し
み
」
、
「
尊
敬
で
き
る
教
師
や
大
人
と
の
出
会
い
」
が
、
こ
れ
ま
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で
の
生
育
歴
の
中
で
「
あ
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
る
も
の
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
「
な
い
」
と
回
答
し
た
者
よ
り
も
自
殺
を
「
悪
い
」

と
考
え
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

ま
た

(図
2
)
の
よ
う
に
死
後
の
世
界
の
有
無
に
つ
い
て
尋
ね
た
設
問
で
も
「
親
へ
の
尊
敬
」
、
「
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
」
「
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
」
が
回
答
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
れ
以
外
に
も
「
三
世
代
同
居
」

で
生
活
し
て
い
る
生
徒
が
そ
れ

以
外
の
家
族
形
態
で
生
活
し
て
い
る
も
の
よ
り
も
「
死
後
の
世
界
が
あ
る
と
思
う
」
と
回
答
し
て
い
る
者
が
多
い
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。

今
回
、
中
高
校
生
の
「
い
の
ち
」
に
関
す
る
道
徳
意
識
を
探
る
べ
く
「
『
自
殺
す
る
こ
と
』
は
ど
の
程
度
悪
い
こ
と
だ
と
思
う
か
」
「
生

命
の
危
険
を
自
白
し
て
も
他
者
の
い
の
ち
を
救
お
う
と
す
る
行
為
を
美
し
い
と
思
う
か
」
「
害
虫
を
含
め
、
生
き
物
を
殺
す
こ
と
に
抵
抗
が

あ
る
か
」
「
死
後
の
世
界
は
あ
る
と
思
う
か
」
「
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
声
を
か
け
る
か
」

の
聞
を
設
け
、
分
析
を
加
え
た
結
果
つ
ぎ

の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
一
は
、
中
・
高
校
生
と
も
に
男
女
問
で
い
の
ち
を
め
ぐ
る
道
徳
意
識
に
違
い
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
「
自
殺
」
「
自
己
犠
牲
の
愛
」
「
生
き
物
を
殺
す
こ
と
へ
の
抵
抗
」
「
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
の
有
無
」

の
設
問
全
て
に
お
い
て
、

ny
検
定
結
果
か
ら
も
両
者
の
回
答
傾
向
に
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
。
第
二
に
、
今
回
の
調
査
か
ら
は
「
親
へ
の
尊
敬
・
感
謝
」
の
気
持

ち
が
強
い
生
徒
の
ほ
う
が
、
「
自
他
の
い
の
ち
を
大
切
に
思
う
傾
向
が
あ
る
」
と
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
精
神
分
析
学
で
は
、
個
人
に

と
っ
て
権
威
あ
る
大
人
の
命
令
が
個
人
の
中
に
内
在
化
さ
れ
ス
ー
パ
ー
エ
ゴ
の
部
分
を
形
成
し
、
権
威
者
が
い
な
く
な
っ
て
も
そ
の
命

令
が
自
足
さ
れ
人
間
の
本
能
的
、
無
意
識
的
な
衝
動
を
批
判
し
判
定
し
、
抑
制
者
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

調
査
か
ら
は
中
・
高
校
生
に
と
っ
て
「
尊
敬
で
き
る
」
或
い
は
「
感
謝
で
き
る
」
「
親
」
の
存
在
が
、
権
威
あ
る
大
人
と
し
て
彼
ら
彼
女

ら
の
道
徳
意
識
意
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
と
い
え
る
。
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(
五
)
中
高
校
生
の
道
徳
意
識
と
く
に
「
い
の
ち
」
へ
の
認
識
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
項

l
iキ
リ
ス
ト
教
教
育
と
道
徳
意
識
と
の
関
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連
ー
ー

今
回
の
調
査
研
究
で
は
先
の
自
分
及
び
他
者
そ
の
他
の
い
の
ち
に
関
連
す
る
意
識
と
、

そ
れ
ら
の
意
識
の
形
成
に
影
響
を
与
え
て
い

日
常
生
活
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
連
、
教
会
生
活
と
の
関
連
か
ら
も
分
析
を
行
っ
た
。
そ
こ
で

は
「
自
殺
を
悪
い
」
と
考
え
る
グ
ル
ー
プ
と
「
悪
く
な
い
」
と
考
え
る
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
、
学
校
教
育
に
お
け
る
生
活
、
日
常
に
お

る
要
因
に
つ
い
て
学
校
教
育
、

け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
違
い
が
認
め
ら
れ
る
か
分
析
を
試
み
た
。
即
ち
、
中
高
校
生
の
道
徳
意
識
に
関
す
る
結
果
を

踏
ま
え
、
考
え
の
違
う
グ
ル
ー
プ
間
に
お
い
て
学
校
で
の
礼
拝
へ
の
取
組
み
に
違
い
が
あ
る
の
か
、
或
い
は
、
宗
教
の
時
間
へ
の
姿
勢

に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
か
等
に
つ
い
て
ク
ロ
ス
集
計
を
行
な
い
そ
の
結
果
を
考
察
し
た
。
こ
の
こ
と
は
高
い
道
徳
意
識
が
獲
得
さ
れ
て

い
る
生
徒
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
学
校
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
ま
っ
た
く
影
響
を
受
け
て
い
な
い
生
徒
が
い
る
の
で
は
な
い

か
と
の
問
題
提
起
を
視
野
に
お
い
て
検
証
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

(図
3
)
と
(
図
4
)
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
自
殺
を
悪
い
」
と
考
え
る
グ
ル
ー
プ
と
「
悪
く
な
い
」
と
考
え
る
グ
ル
ー
プ
と
で
、
学

校
教
育
に
お
け
る
生
活
や
、
日
常
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
違
い
が
あ
る
か
の
れ
ん
検
定
を
行
い
分
析
を
試
み
た
。
そ

の
結
果
、
中
・
高
生
共
に
「
自
殺
を
悪
い
」
と
考
え
る
グ
ル
ー
プ
と
「
悪
く
な
い
」
と
考
え
る
グ
ル
ー
プ
間
で
は
「
学
校
に
キ
リ
ス
ト

教
的
な
雰
囲
気
を
感
じ
る
」
、
「
信
頼
で
き
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
教
師
が
い
る
こ
と
」
、
「
礼
拝
、
宗
教
の
時
間
が
生
徒
に
と
っ
て
自
分
を

振
り
返
り
、
悩
み
に
応
え
て
く
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
「
自
分
以
外
の
も
の
の
た
め
に
祈
る
」
、
「
祈
り
は
聞
き
届
け
ら
れ
る

と
考
え
て
い
る
」
、
「
教
会
へ
通
っ
て
い
る
」

の
項
目
に
有
意
な
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。

日
本
の
中
高
校
生
に
と
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
出
会
い
の
場
は
、
家
庭
・
学
校
・
教
会
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
の
調
査
か
ら

本
人
が
意
図
す
る
と
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
へ
の
入
学
が
契
機
と
な
り
、

そ
こ
で
の
礼
拝
や
教
師
と
の
出
会
い
そ
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し
て
宗
教
の
時
間
と
い
っ
た
学
習
の
機
会
を
通
じ
て
感
化
を
与
え
ら
れ
、
こ
れ
が
モ
ラ
ル
意
識
の
獲
得
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
。
ま
た
、

学
校
生
活
を
通
じ
て
「
学
校
の
キ
リ
ス
ト
教
的
雰
囲
気
」
を
感
じ
取
り
、
自
分
が
キ
リ
ス
ト
教
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
と

し
て
自
覚
し
、
そ
れ
が
自
ら
の
価
値
や
行
動
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
。
さ
ら
に
「
教
会
へ
の
つ
な
が
り
」
、
こ
れ
ら
の
諸
要
素
が
中
高

校
生
の
生
命
に
対
す
る
モ
ラ
ル
形
成
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
た
と
い
え
る
。

今
回
の
調
査
で
は
「
自
殺
に
関
す
る
考
え
方
」
と
「
自
分
で
聖
書
を
読
み
ま
す
か
」
と
い
う
設
問
と
の
ク
ロ
ス
集
計
を
行
い
こ
の
関

連
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
が
、

(図
3
)
(
図
4
)
に
あ
る
よ
う
に
、
中
・
高
校
生
共
に
「
自
殺
に
関
す
る
考
え
方
」
と
「
自
分
で
聖
書

を
読
み
ま
す
か
」
の
聞
に
関
連
は
認
め
ら
れ
な
い
。
因
み
に
、
「
自
分
で
聖
書
を
読
み
ま
す
か
」
と
い
う
聞
に
対
す
る
回
答
は
、
中
学
生

の
場
合
「
だ
い
た
い
毎
日
・
比
較
的
よ
く
読
む
」
(
六
・
O
%
、
)
、
「
全
く
読
ま
な
い
」
(
六
五
・
一
%
)
、
高
校
生
で
は
「
だ
い
た
い
毎

日
・
比
較
的
よ
く
読
む
」
(
五
・
一
%
)
、
「
全
く
読
ま
な
い
」
(
六
九
・
七
%
)

で
あ
っ
た
。
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
で
は
、
聖

書
を
生
徒
た
ち
が
「
日
常
に
お
い
て
自
分
か
ら
読
み
」
生
活
に
そ
の
教
え
を
反
映
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
も
、
礼
拝
、
宗
教
の
時
間
や
授

業
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
観
に
触
れ
そ
れ
が
生
徒
の
問
題
意
識
に
応
え
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
の
意
味

で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に
お
け
る
、
礼
拝
や
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
授
業
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
に
お
け
る
教
育
が
、

そ
こ
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
に
対
し
て
「
聖
書
」
を
生
徒
た
ち
が
自
ら
紐
解
く
行
為
に
結
び

つ
け
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
ら
が
学
校
を
卒
業
し
、
礼
拝
の
時
間
や
宗
教
の
時
間
と
の
接
点
を
持
た
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
彼
ら
は

人
聞
が
生
き
る
上
で
自
ら
の
「
い
の
ち
」
や
社
会
の
中
に
お
け
る
他
者
の
「
い
の
ち
」
を
め
ぐ
る
判
断
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
何
に
求
め
て

い
く
の
だ
ろ
う
か
。
「
自
殺
を
悪
い
こ
と
だ
と
思
う
か
・
思
わ
な
い
か
」
と
い
う
判
断
に
、
「
自
分
で
聖
書
を
読
む
こ
と
」
が
結
び
つ
い

て
い
な
い
こ
と
は
、
翻
っ
て
自
他
の
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
と
い
う
規
範
の
拠
り
所
が
聖
書
を
読
む
こ
と
と
の
つ
な
が
り
で
は
獲
得
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
を
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の
教
育
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
行
く
の
か
、
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今
後
の
キ
リ
ス
ト
教
系
の
学
校
教
育
の
課
題
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
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(
六
)
困
っ
て
い
る
人
に
声
を
か
け
る
か

今
回
の
調
査
で
は
、
中
高
校
生
の
事
前
道
徳
と
い
っ
た
場
面
を
念
頭
に
お
い
て
如
何
に
考
え
る
か
と
は
別
に
、
他
人
が
困
っ
て
い
た

ら
実
際
に
行
動
に
結
び
付
け
て
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
聞
を
設
け
分
析
を
行
っ
た
。
(
表
5
)
の
よ
う
に
「
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
声
を
か
け
ま
す
か
。
」
と
の
問
に
対
し
て
、
声
を
か
け
る
こ
と
が
「
よ
く
あ
る
」
「
ま
あ
ま
あ
あ
る
」
と
回
答
し
た
も
の
は
中

学
生
全
体
の
三
七
・
O
%
、
高
校
生
で
は
八
七
・
六
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
み
る
と
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
て
も
な
か
な
か

声
を
か
け
る
行
為
に
結
び
付
け
ら
れ
な
い
日
本
の
中
学
生
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
が
、
同
様
の
設
問
を
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
系
(
プ
ロ

の
学
校
に
在
学
す
る
中
学
三
年
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
結
果
、
全
体
の
七
八
・
五
%
が
声
を
か
け
る
こ
と

テ
ス
タ
ン
ト
)

が
一
よ
く
あ
る
」
「
ま
あ
ま
あ
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
両
者
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
べ
き
か
。
儒
教
の
伝
統
を
文
化
の
中

に
色
濃
く
も
つ
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
学
ぶ
中
学
生
と
日
本
の
そ
れ
と
の
違
い
な
の
か
、
今
後
さ
ら
な
る
検
証
が
求
め
ら
れ
る
も

の
と
い
え
る
。

(
七
)
道
徳
的
判
断
の
拠
り
所

今
回
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
に
学
ぶ
生
徒
た
ち
が
道
徳
的
な
判
断
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
行
為
を
行
な
う
と
き
に
何
を
拠
り
所

と
し
て
価
値
の
判
断
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
こ
れ
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
に
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
コ

i
ル
パ

l
グ
の
道
徳
性
の
発
達

段
階
に
関
す
る
学
説
に
基
づ
き
聞
い
を
設
定
し
た
。
コ
ー
ル
パ

l
グ
は
、
ピ
ア
ジ
エ
の
認
知
発
達
理
論
を
ベ

i
ス
に
、
地
か
ら
あ
る
大

人
か
ら
の
罰
を
恐
れ
て
、
盲
目
的
に
服
従
す
る
道
徳
性
発
達
の
第
一
段
階
か
ら
、
自
分
や
他
人
の
欲
求
を
満
た
す
た
め
の
手
段
を
正
し



い
行
為
と
考
え
る
道
具
主
義
的
な
第
二
段
階
、
他
者
か
ら
の
肯
定
を
求
め
て
他
者
に
同
調
す
る
第
三
段
階
、
権
威
や
規
則
に
し
が
た
い

キリスト教系中学校及び高等学校に在籍する生徒の道徳意識の現状とその背景

秩
序
維
持
を
志
向
す
る
第
四
段
階
、
私
的
な
個
人
の
権
利
も
勘
案
し
つ
つ
社
会
的
基
準
や
法
律
に
合
理
的
に
か
な
う
行
為
を
目
指
す
第

五
段
階
、
そ
し
て
普
遍
的
な
倫
理
原
理
に
従
が
良
心
に
基
づ
き
行
動
す
る
第
六
段
階
へ
と
道
徳
性
の
発
達
段
階
を
定
式
化
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
こ
れ
ら
の
発
達
段
階
を
簡
略
化
し
、
道
徳
的
行
為
の
拠
り
所
を
「
親
や
教
師
」
「
規
則
や
法
律
」
「
自
分
の
良
心
」
さ

ら
に
「
目
に
見
え
な
い
も
の
へ
の
畏
怖
の
念
」
と
い
う
よ
う
に
設
定
し
、
生
徒
た
ち
が
道
徳
的
判
断
を
下
す
際
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
ど

れ
だ
け
重
要
度
を
持
つ
か
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
に
つ
い
て
「
あ
て
は
ま
る
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
あ
て
は
ま
る
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
て
は
ま
ら
な
い
」
「
ま
っ
た
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
」

の
選
択
肢
を
設
け
回
答
を
求
め
た
。
「
親
や
教
師
」
「
規
則
や
法
律
」
「
自
分
の
良

心
」
と
い
う
規
範
に
つ
い
て
三
重
ク
ロ
ス
を
行
な
っ
た
も
の
が
(
表
6
)
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
「
良
心
」
の
み
に
照
ら
し
て
判
断

す
る
の
で
あ
っ
て
「
親
や
教
師
」
「
規
則
」
が
道
徳
的
判
断
の
基
準
で
は
な
い
と
回
答
し
た
も
の
が
全
体
の
コ
二
・
六
%
、
中
高
校
生
全

体
の
約
三
分
の
一
で
一
番
多
い
。
次
い
で
「
親
や
教
師
の
見
方
を
最
優
先
さ
せ
る
」
「
規
則
や
法
律
に
従
う
」
「
良
心
に
照
ら
し
て
判
断

す
る
」
と
い
う
判
断
の
根
拠
が
三
要
素
と
も
同
時
に
「
あ
て
は
ま
る
」
と
回
答
し
た
生
徒
で
全
体
の
約
二
三
%
を
占
め
、
次
い
で

事見

や
先
生
の
目
を
最
優
先
さ
せ
る
」
「
良
心
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
」
の
両
方
が
あ
て
は
ま
る
と
回
答
し
た
者
が
二
十
%
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
結
果
で
は
、
自
分
の
良
心
の
み
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
も
の
が
一
番
多
か
っ
た
も
の
の
、
自
分
の
良
心
と
親
や
先
生
、
規
則
や

法
律
と
い
っ
た
規
範
が
三
つ
ど
も
え
に
な
っ
て
い
る
者
や
、
親
や
先
生
と
い
っ
た
権
威
者
と
自
ら
の
良
心
が
同
時
に
せ
め
ぎ
合
う
状
況

コ
ー
ル
バ
l
グ
の
道
徳
意
識
の
段
階
説
を
日
本
の
中
高
校
生
に
安
直
に
当
て
は
め
ら
れ
な
い

を
示
し
た
も
の
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
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(
八
)
中
高
生
の
生
命
へ
の
関
心
|
|
現
代
社
会
の
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て
学
校
で
「
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
も
の
」

「
学
び
た
い
こ

96 

と
」
か
ら
み
え
て
く
る
も
の
1

1

問

学
校
で
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
学
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

1
.

自
殺
2
.
安
楽
死
3
.
死
刑
・
死
刑
制
度

4
.
脳
死
・
臓
器
移
植

5
.
ク
ロ
ー
ン

6
.
人
工
授
精
・
体
外
受
精

7
.
人
工
妊
娠
中
絶
8
.

エ
イ
ズ

9
.
心
身
の
健
康
問
性
差
別
叫
同
和
問
題
ロ
.
外
国
人
差
別
問
題

時
人
種
差
別

M
.
障
害
者
問
題
目
.
同
性
愛
時
人
身
売
買
口
.
テ
ロ
・
戦
争
・
軍
備
・
平
和
四
.
食
料
・
飢
餓
問
題

目
.
ホ
l
ム
レ
ス
却
.
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
幻
.
ご
み
問
題

m.
地
球
環
境
問
題
お
.
情
報
化
社
会
の
モ
ラ
ル

m.
高

齢

者

問

題

お

.

諸

宗

教

の

教

え

お

カ

ル

ト

問

題

幻

.

そ

の

他

(

具

体

的

に

一

)

上
記
の
よ
う
に
今
回
の
調
査
で
は
、
現
代
社
会
の
問
題
を
二
六
項
目
に
渡
り
提
示
し
、
中
高
校
生
に
こ
れ
ら
の
中
か
ら
学
ん
だ
こ
と

が
あ
る
こ
と
、
学
ん
で
み
た
い
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
い
く
つ
で
も
選
ん
で
も
ら
う
形
で
回
答
を
求
め
た
。
ま
ず
中
学
生
が
現
代
社

会
の
問
題
と
し
て
中
学
生
が
学
校
で
習
っ
た
こ
と
が
あ
る
テ

l
マ
の
上
位
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
は
、
「
地
球
の
環
境
問
題
」
や
「
テ
ロ
・

戦
争
・
軍
備
・
平
和
」
「
人
種
差
別
」
「
ご
み
問
題
」
な
ど
の
問
題
で
あ
る
が
、
実
際
の
生
徒
た
ち
の
関
心
の
上
位
を
占
め
た
も
の
は
「
ク

ロ
ー
ン
」
、
「
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
」
「
安
楽
死
」
「
自
殺
」
な
ど
の
生
命
倫
理
に
関
す
る
問
題
や
自
分
た
ち
と
同
じ
世
界
の
子
ど
も

を
取
り
巻
く
問
題
や
、

い
の
ち
を
め
ぐ
る
社
会
問
題
で
あ
る
。
高
校
生
に
つ
い
て
み
て
も
、
彼
ら
が
学
校
で
学
ん
で
み
た
い
テ
l
マ
の

上
位
は
、
「
ク
ロ
ー
ン
」
「
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
」
「
死
刑
・
死
刑
制
度
」
「
自
殺
」
「
テ
ロ
・
戦
争
・
軍
備
・
平
和
」
な
ど
で
あ
る
。

高
校
の
女
子
生
徒
に
お
い
て
は
中
学
生
の
男
女
、
及
び
高
校
生
の
男
子
に
は
上
位
に
上
げ
ら
れ
て
い
な
い

「
同
性
愛
」
が
第
二
位
に
位

置
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
特
に
、
中
学
生
で
は
学
校
で
習
っ
た
こ
と
が
あ
る
内
容
と
彼
ら
の
抱
く
関
心
事
に
大
き
な
ず
れ
が
あ



る
こ
と
が
判
明
し
た
。
「
ク
ロ
ー
ン
」
「
安
楽
死
」
「
自
殺
」
「
死
刑
・
死
刑
制
度
」
等
、
現
代
社
会
を
と
り
ま
く
人
間
の
生
命
を
め
ぐ
る

キリスト教系中学校及び高等学校に在籍する生徒の道徳意識の現状とその背景

問
題
に
関
す
る
彼
ら
の
学
習
関
心
を
、
教
育
の
現
場
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
彼
ら
の
生
活

場
面
で
の
規
範
意
識
や
実
際
の
行
い
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
新
た
な
課
題
が
調
査
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た

と
い
え
る
。

五
.
最
後
に
|
|
い
の
ち
を
め
ぐ
る
教
育
の
可
能
性
ー
ー
ー

一
九
九
六
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
は
新
し
い
教
育
価
値
と
し
て
「
生
き
る
力
」
を
据
え
、

そ
の
中
で
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、

変
化
の
激
し
い
行
き
先
不
安
な
厳
し
い
時
代
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
こ

と
が
必
要
で
す
。
生
き
る
力
と
は
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題

を
解
決
す
る
能
力
、
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他
人
と
協
調
し
、
他
人
を
思
い
や
る
心
や
感
動
す
る
心
な
ど
豊
か
な
人
間
性
と
た
く
ま
し
く

生
き
る
た
め
の
健
康
や
、
体
力
、
:
:
:
」
と
謡
っ
て
い
る
。

二
O
O
八
年
一

O
月
、
聖
学
院
大
学
創
立
一
九
周
年
記
念
講
演
会
「
生
命
と
い
の
ち
を
支
え
る
ケ
ア
」
の
中
で
柏
木
哲
夫
は
「
生
命
」

と
「
い
の
ち
」
を
区
別
し
、
ま
た
「
生
き
る
力
」
と
「
生
き
て
い
く
力
」
は
異
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
で
同
氏
は
「
生
命
」
と
「
い

の
ち
」
を
区
分
し
、
「
生
命
」
は
有
限
で
閉
鎖
性
(
終
わ
り
)
の
あ
る
客
観
的
な
生
命
活
動
を
指
し
、
そ
の
一
方
で
「
い
の
ち
」
は
永
遠

性
、
開
放
性
、
主
観
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
さ
ら
に
、
「
生
き
る
力
」
と
は
、
生
命
体
と
し
て
生
命
活
動
を
維
持
し
て
い

く
力
で
あ
る
が
、
「
生
き
て
い
く
力
」
と
は
自
ら
の
存
在
の
意
味
に
根
差
し
、
生
き
抜
い
て
い
く
根
源
的
な
力
を
指
す
と
論
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に
お
け
る
「
い
の
ち
の
教
育
」
は
、
単
に
元
気
に
活
動
的
に
た
く
ま
し
く
「
生
き
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る
力
」
を
育
て
る
と
い
っ
た
生
命
や
道
徳
意
識
の
肯
定
的
教
育
価
値
を
取
り
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
あ
え
て
生
や
人
間
に
ま
つ
わ
る
否

98 

定
的
要
素
(
死
・
病
気
・
喪
失
体
験
や
悲
嘆
、

い
じ
め
な
ど
)
を
も
教
育
内
容
と
し
て
取
り
上
げ
、
両
者
を
止
揚
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

自
ら
の
存
在
の
意
味
を
探
求
し
、

そ
れ
を
通
じ
て
自
分
に
と
っ
て
の
生
を
生
き
抜
く
力
を
各
人
が
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
行
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ
を
通
じ
て
各
人
が
自
己
の
い
の
ち
、
他
者
の
い
の
ち
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
に
対
す
る
い
の
ち

の
尊
厳
や
そ
れ
を
大
切
に
す
る
根
源
的
な
意
味
を
知
る
こ
と
を
同
時
に
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
現
代
社
会
に
存
在
す

る
「
い
の
ち
」
を
め
ぐ
る
現
代
的
課
題
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
教
育
は
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
自
他
の
い
の
ち
に
つ
い
て
高
い
道
徳
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
や
死
後
の
世
界
を
受
容
す
る
こ
と
と
、

学
校
礼
拝
(
ミ
サ
)
や
宗
教
の
時
間
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、
自
分
で
聖
書
を
読
む
、
祈
り
は
聞
き
届
け
ら
れ
る
、
教
会

に
通
っ
て
い
る
と
の
聞
に
関
連
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
礼
拝
や
宗
教
の
時
間
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
、
教
会
に
通
っ
て
い
る
、
聖
書
を
紐
解
き
、
よ
く
祈
る
と
の
回
答
を
し
た
生
徒
は
キ
リ
ス
ト
教
系
の
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒

全
体
か
ら
み
れ
ば
少
数
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
生
徒
の
多
寡
よ
り
も
、
む
し
ろ
学
校
礼
拝
(
ミ
サ
)
、
宗
教
の
時
間
を
通
じ
て

確
実
に
生
徒
の
中
に
自
ら
の
根
源
を
支
え
る
い
の
ち
の
意
味
を
考
え
、
「
い
の
ち
」
に
対
す
る
高
い
道
徳
意
識
を
獲
得
す
る
も
の
が
確
実

に
育
っ
て
い
る
こ
と
に
確
信
を
深
め
、
聖
書
の
示
す
教
え
に
根
差
し
た
「
い
の
ち
の
教
育
」
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
が
改
め
て
こ
こ
に

示
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
い
の
ち
の
教
育
」
の
展
開
の
可
能
性
は
宗
教
の
時
間
は
言
う
に
及
、
ば
ず
、
二

O
O
二
年
度

か
ら
学
校
教
育
に
導
入
さ
れ
た
「
総
合
的
な
学
習
」
の
中
で
聞
か
れ
う
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
「
総
合
的
学
習
」
は
、
従
来
の
教
科

の
枠
を
超
え
た
新
し
い
概
念
で
、
新
学
習
指
導
要
領
で
は
「
各
学
校
は
、
地
域
や
学
校
、
生
徒
の
実
態
等
に
応
じ
て
、
横
断
的
、
総
合

的
な
学
習
や
生
徒
の
興
味
・
関
心
等
に
基
づ
く
学
習
な
ど
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
行
う
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
総
合
的

な
学
習
の
テ

l
マ
と
し
て
は
、
生
命
(
い
の
ち
)
、
生
と
死
に
関
す
る
テ
!
マ
も
多
面
的
広
が
り
を
持
つ
テ
l
マ
と
し
て
認
知
さ
れ
つ
つ



あ
る
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今
回
の
調
査
で
は
、
中
高
校
生
の
中
に
、
自
分
の
良
心
だ
け
で
は
な
く
「
親
や
教
師
」
中
で
も
親
と
い
う
権
威
者
が
道
徳
的
判
断
基

準
の
拠
り
所
と
し
て
大
き
な
影
響
を
持
っ
て
い
る
状
況
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
同
時
に
中
高
校
生
は
こ
れ
ら
の
文
化
的
基
礎
を
持
ち

な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
の
学
び
を
通
じ
て
新
た
な
価
値
と
遭
遇
し
自
分
の
道
徳
意
識
を
獲
得
し
て
い
く
状
況
が
結
果
か
ら
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
人
間
の
生
命
と
死
を
め
ぐ
る
世
代
と
世
代
の
関
わ
り
の
問
題
、
人
間
の
生
命
と
自
然
、
人
間
の
生
命
と
地

球
環
境
や
他
の
生
き
物
と
の
関
係
と
い
っ
た
地
球
全
体
の
生
死
に
結
び
付
け
た
課
題
な
ど
を
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
な
ら
で
は
の
視
点
か

ら
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
中
高
校
生
の
問
題
意
識
に
応
え
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味

で
、
他
の
学
校
が
な
し
え
な
い
実
験
的
な
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
、

ま
た
そ
れ
を
社
会
に
向
か
っ
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
キ

リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

注

(
1
)

『
キ
リ
ス
ト
教
系
中
学
校
・
高
等
学
校
生
徒
の
道
徳
意
識
に
関
す
る
研
究
l

二
O
O
四
年
度
1
二
O
O
五
年
度
調
査
研
究
報
告
書
二

0
0

四
年
度
1
二
O
O
五
年
度
調
査
研
究
報
告
書
』
青
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
キ
リ
ス
ト
教
研
究
部
二

O
O
六
年

(2)
財
団
法
人
日
本
青
少
年
研
究
所
『
一
二
世
紀
の
夢
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
一
九
九
九
年

(
3
)

二
O
O
五
年
一
月
1
二
月
、
韓
国
基
督
教
学
校
聯
盟
加
盟
の
中
学
校
・
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
中
学
三
年
生
(
九
九
六
名
)
、
高
校
二
年
生

(
九
七
八
名
)
を
対
象
と
し
て
、
日
本
で
実
施
し
た
「
道
徳
意
識
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
た
。
デ
ー
タ
は
『
キ
リ
ス
ト
教
系
中
学
校
・
高

等
学
校
生
徒
の
道
徳
意
識
に
関
す
る
研
究
二

O
O
四
年
度
1
二
O
O
五
年
度
調
査
研
究
報
告
書
《
別
冊
』
日
本
と
韓
国
の
比
較
調
査
研
究
』

よ
り
引
用
し
た
。

(
4
)
片
瀬
一
男
『
道
徳
性
の
発
達
段
階

l
l
コ
l
ルパ
l
グ
理
論
を
め
ぐ
る
論
争
へ
の
回
答
』
新
曜
社
一
九
九
二
年

(二

O
O
八
年
五
月
二
十
一
日
、
「
キ
リ
ス
ト
教
と
諸
学
」
の
会
に
お
け
る
講
演
に
基
づ
く
)
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合計

568 
(100.0%) 

1044 

(100.0%) 

752 
(100.0%) 

1167 
(100.0%) 

(表 3)死後の世界はあると思う唾ヲ

そう思う・ | そう思わない・

どちらかといえばそ|どちらかといえばそ
う思う | う思わない

249 
(43.8%) 

302 
(28.9%) 

339 
(45.1%) 

324 
(27.8%) 

力イ2乗検定中学生p.<O.Ol

(表2) 自殺をどう考えるか(男女別)

とても悪い・ | あまり・

悪いことだと | 悪いことだと

思う ! 思わない

笠と 179 

(34.6%) 

233 

(22.3%) 

230 

(30.5%) 

240 

(20.5%) 

合計

518 

(100.0%) 

1045 

(100.0%) 

754 

(100.0%) 

1172 

(100.0%) 

男

女

男

中
学
生

高
校
生 女

高校生p.<O町01

「よくある」 「あまりJ
合計

「まあまあある」 「ほとんどないJ

本日
604 1025 

(37.0%) (63.0%) (100目0%)

韓国 (787581%事) 
214 995 

(21.5%) (100.0%) 

本日
816 116 932 

高桂生
(87.6%) (12.4%) (100.0%) 

韓国
790 187 

(80.9%) (19.1%) (100.0%) 

(表5)困っている人に声を掛けるか

高校生p.<O.Ol

932 

(100.0%) 

384 

(100.0出)

1177 

(100.0出)

合計

(表4)親への尊敬と自殺に対する考え

自殺は| 自殺は

悪い |悪くない

(18.3%) 

高
校
生

155 

(40.4目)

211 

(17.9%) 

カイ2乗検定中学生p.<O.Ol

両親共に尊敬

親を尊敬して

いない

両親共に尊敬

中
学
生

373 

(100.0目)

168 

(45.0%) 
親を尊敬して

いない

100 

高校生p.<O.Ol力イ2乗検定中学生p.<O.Ol
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(図1)自殺に対する考えとの関連項目
(図2)r死後の世界はあると思う」

との関連項目

(図4)自殺に対する考えとの関連項目《高校生》
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